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年
に
わ
た
っ
て
記
述
さ
れ
、
家
業
、
黒
船
来
航
、
民
間
信
仰
な
ど
が

記
述
さ
れ
、
当
時
の
世
相
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
資
料
で
す（

１
）

。

一　

疫
病
の
記
録

○
麻
疹
の
蔓
延

　

麻
疹
は
麻
疹
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
で
、
発
熱
、
発
疹
、
喉
や

鼻
の
炎
症
が
伴
い
、
一
度
の
感
染
で
ほ
と
ん
ど
の
人
は
終
生
免
疫
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
麻
疹
は
感
染
力
が
強
く
、
飛
沫
、
空
気
、

接
触
感
染
す
る
た
め
、
一
人
で
も
感
染
者
が
出
れ
ば
そ
の
地
域
の
全

住
人
が
感
染
し
ま
す
。我
が
国
で
は
麻
疹
ワ
ク
チ
ン
は
昭
和
四
一（
一

九
六
六
）
年
か
ら
開
始
さ
れ
、
昭
和
五
三
（
一
九
七
八
）
年
か
ら
定

期
接
種
と
な
り
ま
し
た
が
、
ワ
ク
チ
ン
が
普
及
す
る
ま
で
は
大
流
行

を
繰
り
返
し
て
多
く
の
死
者
を
出
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
麻
疹

は
じ
め
に

　

令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
の
最
大
の
社
会
的
出
来
事
と
い
え
ば
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク（
世
界
的
大
流
行
）

で
し
ょ
う
。
連
日
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
日
本
だ
け
で
な
く
世
界

中
の
感
染
状
況
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
有
史
以
来
、
人
々
は
様
々
な

病
の
脅
威
に
直
面
し
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
に
お
い
て
こ
の
コ
ロ
ナ

禍
は
未
曾
有
な
事
態
と
い
っ
て
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

小
稿
は
そ
れ
と
関
連
し
て
、
麻は

し
か疹

と
疱ほ

う

瘡そ
う

（
天
然
痘
）
の
流
行
に

か
か
る
日
記
等
の
記
述
と
疫
病
除
け
の
民
具
を
紹
介
し
ま
す
。
今
回

取
り
上
げ
る
日
記
は
武
州
橘
樹
郡
長
尾
村
（
現
川
崎
市
宮
前
区
）
の

村
役
人
を
務
め
た
鈴
木
藤
助
（
文
化
八
（
一
八
一
八
）
～
明
治
二
一

（
一
八
八
八
）
年
）
に
よ
る
『
鈴
木
藤
助
日
記
』
で
す
（
以
下
『
日
記
』）。

こ
の
『
日
記
』
は
嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
～
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）

〈
随　

想
〉感

染
症
に
対
峙
し
た
人
々�

新
井
　
裕
美
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は
「
命
定
め
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
で
は
、
慶
長

一
二
（
一
六
〇
七
）
～
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
ま
で
の
間
に
一
三

回
も
の
麻
疹
の
流
行
が
確
認
さ
れ
て
お
り（

２
）

、
江
戸
で
起
こ
っ
た

様
々
な
事
象
を
編
年
し
た
斎
藤
月
岑
の
『
武
江
年
表
』
で
は

夏
の
半
ば
よ
り
麻
疹
世
に
行
は
れ
、
七
月
の
半
ば
に
至
り
て
は

弥い
よ
い
よ

蔓
延
し
、良
賤
男
女
こ
の
病
痾
に
罹
ら
ざ
る
家
な
し
。（
中

略
）
六
月
の
末
よ
り
は
次
第
に
熾

さ
か
ん

に
し
て
、
衆
庶
枕
を
並
べ
て

臥
し
た
り
。（
中
略
）
七
月
よ
り
別
け
て
盛
に
し
て
、
命
を
失

ふ
者
幾
千
人
な
り
や
量
る
べ
か
ら
ず
。

と
あ
り
ま
す（

３
）

。
文
久
二
年
の
江
戸
で
は
麻
疹
が
猛
威
を
ふ
る
っ

て
多
数
の
死
者
が
出
た
と
あ
り（

４
）

、『
日
記
』
に
も
長
尾
村
に
お
い

て
麻
疹
が
流
行
し
た
と
い
う
記
述
が
あ
り
ま
す
（
一
部
抜
粋
）。

　
　

六
月
廿
日　

�

藤
助
下
勘
左
衛
門
方
へ
行
、
は
し
か
い
た
し
不
申

候
伝
授
聞
申
候
、
即
ト
ソ
ヲ
壱
人
壱
帖
ツ
ヽ
せ
ん

し
用
ひ
申
候
由
ニ
御
座
候

　
　

七
月
五
日　

�

兼
房
町
よ
り
飛
脚
来
、
喜
十
郎
は
し
か
之
由
ニ
て

下
り
申
候
ニ
付

　
　

七
月
六
日　

喜
十
郎
は
し
か
ニ
て
来

　
　

七
月
廿
九
日　

�

子
供
等
不
残
は
し
か
并
隠
居
死
去
故
人
出
入
多

く
御
座
候

　
　

閏
八
月
六
日　

�

下
ノ
名
主
様
へ
相
談
之
義
御
座
候
ニ
付
被
呼
候

処
参
り
兼
候
（
中
略
）
下
相
談
之
義
は
悪
病
は

や
り
候
ニ
付
、
信
心
祭
り
ニ
出
羽
様
相
頼
可
申

候
由
ニ
御
座
候

『
武
江
年
表
』
に
江
戸
で
六
月
末
頃
か
ら
麻
疹
の
感
染
が
拡
大
し
た

と
あ
る
よ
う
に
、
藤
助
も
麻
疹
の
感
染
の
足
音
を
身
近
に
感
じ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
。
六
月
二
〇
日
に
は
、
名
主
か
ら
麻
疹
予
防
に
は
屠と

蘇そ

を
飲
む
と
よ
い
と
伝
授
さ
れ
て
い
ま
す
。
七
月
五
日
に
藤
助
は
息

子
の
喜
十
郎
が
麻
疹
に
感
染
し
た
こ
と
を
知
り
、
翌
日
に
喜
十
郎
は

江
戸
の
奉
公
先
か
ら
帰
宅
し
て
い
ま
す
。
七
月
二
九
日
に
は
、
村
の

子
ど
も
全
員
が
麻
疹
に
感
染
し
て
高
齢
者
に
多
数
の
死
者
が
出
た
と

あ
り
、
長
尾
村
で
も
感
染
が
大
規
模
に
拡
大
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え

ま
す
。
今
日
の
よ
う
に
医
薬
や
衛
生
観
念
の
未
発
達
な
時
代
に
お
い

て
は
感
染
症
に
対
し
て
有
効
な
手
立
て
は
な
く
、
こ
の
状
況
を
鎮
め
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る
た
め
に
は
神
仏
の
加
護
を
得
る
べ
く
呪
術
的
な
行
為
に
頼
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。『
日
記
』
に
よ
る
と
、
閏
八
月
六
日
に
は
名

主
か
ら
白
幡
八
幡
大
神
（
宮
前
区
平
）
の
神
主
に
信
心
祭
を
頼
む
べ

き
と
い
う
相
談
を
受
け
た
と
あ
り
ま
す
。『
武
江
年
表
』
に
も

八
月
の
半
ば
よ
り
、
町
々
木
戸
に
斎い

み

竹た
け

を
立
て
、
軒
に
奉
燈
の

挑
灯
を
釣
り
、
鎮
守
神
輿
獅
子
頭
を
わ
た
し
、
神
楽
所
を
し
つ

ら
へ
て
神
を
い
さ
め
、
こ
の
禍
を
攘は

ら

ふ
と
い
へ
り
。
後
に
は
次

第
に
長
じ
て
大
な
る
車だ

楽し

を
曳
渡
し
、
妓お

ど
り踊

邌ね
り

物も
の

を
催
し
て
街

頭
を
わ
た
す
。

と
あ
り（

５
）

、
麻
疹
の
流
行
拡
大
を
鎮
め
る
た
め
に
江
戸
の
町
内
で

は
臨
時
に
祭
礼
を
実
施
し
、
斎
竹
や
提
灯
を
設
え
、
神
楽
、
神
輿
・

獅
子
頭
・
車
楽
（
山
車
）・
舞
踊
が
巡
行
し
た
と
あ
り
ま
す
。

○
疱
瘡
の
蔓
延

　

疱
瘡
は
天
然
痘
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
も
の
で
、
症
状
に
は
急
激
な
発

熱
、
頭
痛
、
腰
痛
、
発
疹
が
あ
り
、
前
述
の
麻
疹
と
同
様
に
致
死
率

の
高
い
も
の
で
し
た
。
治
癒
し
た
場
合
で
も
顔
面
に
痘あ

ば
た痕

が
残
っ
て

容
姿
が
醜
く
変
わ
っ
て
し
ま
う
た
め
「
疱
瘡
は
見
目
定
め
」
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
し
た
。『
日
記
』
の
安
政
二
（
一
八
五
五
）
年
に
は
、

九
月
十
九
日　

此
日
よ
り
藤
助
疱
瘡
発
リ
夜
ニ
は
や
く
引
籠
り

申
候

と
あ
り
、
藤
助
自
身
が
疱
瘡
に
感
染
し
て
い
ま
す
。
文
久
二
（
一
八

六
二
）
年
に
は

　
　

三
月
廿
八
日　

う
へ
ほ
う
そ
う
帰
り
也

と
あ
り
ま
す
。「
う
へ
ほ
う
そ
う
（
植
疱
瘡
）」
と
は
種
痘
の
こ
と
で
、

親
類
の
女
性
た
ち
が
種
痘
を
受
け
て
い
ま
す
。
種
痘
は
イ
ギ
リ
ス
の

ジ
ェ
ン
ナ
ー
が
一
七
九
六
年
に
牛
痘
接
種
法
を
開
発
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
牛
痘
接
種
法
が
日
本
に
初
め
て
伝
え
ら
れ
た
の
は
嘉
永
二
（
一

八
四
九
）
年
で
し
た
。
そ
の
後
江
戸
時
代
末
期
に
は
蘭
方
医
に
よ
っ

て
積
極
的
に
種
痘
が
行
わ
れ
、
全
国
に
普
及
し
て
い
き
ま
し
た
。

二　

疫
病
除
け
の
民
具

　

医
薬
や
衛
生
観
念
が
未
発
達
な
時
代
で
は
、
病
気
は
疫
病
神
や
悪

鬼
の
仕
業
と
さ
れ
、
病
気
平
癒
を
願
っ
て
民
間
信
仰
に
因
る
様
々
な
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呪
術
的
行
為
が
あ
り
ま
し
た
。

○
疱
瘡
絵

　

図
１
は
、
文
化
一
〇
（
一
八
一
三
）
年
に
歌
舞
伎
役
者
の
二
代
目

関
三
十
郎
が
「
爰

こ
こ
に

咲さ
く

似に
た

山や
ま
ざ
く
ら

桜
」
と
い
う
演
目
の
な
か
で
、
傾
城
、
座

頭
、
在
原
業
平
な
ど
の
七
変
化
所
作
事
の
う
ち
、「
せ
う
き（
鐘し

ょ
う
き馗

）」

を
演
じ
た
様
子
を
初
代
歌
川
豊
国
が
描
い
た
浮
世
絵
で
す
。
図
中
で

大
き
く
目
を
見
開
き
、
右
手
に
剣
を
振
り
か
ざ
し
て
疾
鬼
を
退
治
し

て
い
る
の
は
鐘
馗
で
す
。
鐘
馗
に
は
唐
の
玄
宗
皇
帝
が
病
に
伏
し
て

い
る
と
き
に
夢
枕
に
あ
ら
わ
れ
て
疾
鬼
を
退
治
し
た
と
い
う
故
事
が

あ
り
、
鐘
馗
の
姿
は
病
魔
を
除
く
力
が
あ
る
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

絵
の
特
徴
は
鐘
馗
の
体
が
魔
除
け
の
赤
色
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と

で
、「
赤
絵
」
と
も
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
疱
瘡
除
け
の
護
符

と
し
た
り
、
ま
た
回
復
後
は
焼
き
捨
て
た
り
川
に
流
し
た
り
し
ま
し

た
。
赤
絵
に
は
、
鐘
馗
の
他
に
源
為
朝
や
金
太
郎
な
ど
の
強
い
力
を

も
っ
た
英
雄
の
力
を
借
り
て
疫
病
神
を
追
い
払
お
う
と
し
た
も
の

や
、
縁
起
物
の
だ
る
ま
や
ミ
ミ
ズ
ク
、
詞

こ
と
ば
が
き書

な
ど
を
赤
色
で
描
い
た

も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

○
ユ
カ
ケ

　

図
２
は
、
昭
和
三
〇
年
前
後
に
二
宮
町
小
西
で
麻
疹
や
疱
瘡
の
回

復
を
願
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。
種
痘
後
の
二
〇
日
目
、
又
は
麻

疹
感
染
後
の
一
二
日
目
の
子
ど
も
を
持
つ
親
は
、
桟さ

ん

俵だ
わ
ら（

米
俵
の
両

端
に
当
て
る
蓋
）
を
玄
関
の
敷
居
に
置
い
て
そ
の
上
に
子
ど
も
を
座

ら
せ
、
も
う
一
方
の
桟
俵
を
子
ど
も
の
頭
に
乗
せ
て
笹
の
葉
で
湯
を

図１　疱瘡絵　神奈川県立歴史博物館所蔵
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三
回
振
り
か
け
ま
し

た
。
湯
を
掛
け
た
後

は
、
芯
の
あ
る
桟
俵

に
赤
い
紙
を
立
て
、

も
う
一
つ
の
方
に
は

赤
飯
を
載
せ
て
道
祖

神
へ
供
え
、
こ
れ
に

よ
っ
て
疱
瘡
神
を
家

か
ら
送
り
出
し
ま
し

た
。
こ
こ
で
注
目
す

べ
き
は
、
麻
疹
神
や

疱
瘡
神
を
家
の
内
外

を
隔
て
る
玄
関
の
敷
居
に
お
い
て
ユ
カ
ケ
で
祓
い
、
儀
礼
的
に
疱
瘡

神
を
祓
い
、
病
気
の
回
復
を
得
よ
う
と
し
た
点
に
あ
り
ま
す
。

○
疱
瘡
棚

　

図
３
は
、
山
北
町
湯ゆ

ぶ
れ触

で
昭
和
三
〇
年
前
後
に
種
痘
を
し
た
日
に

作
っ
た
も
の
で
、長な

げ
し押

に
吊
り
下
げ
て
一
時
的
に
疱
瘡
神
を
ま
つ
り
、

そ
の
後
に
家
か
ら
送
り
出
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
棚
は
細
木
を
編
ん

だ
も
の
で
、
桟
俵
に
赤
い
紙
を
立
て
て
載
せ
、
周
囲
に
は
赤
い
紙
を

垂し
で

の
よ
う
に
た
ら
し
て
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
恐
ろ
し
い
疱
瘡
神
を

ま
つ
り
あ
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
病
の
猛
威
を
鎮
め
、
図
２
の
よ
う
に

こ
の
棚
ご
と
村
外
へ
送
り
出
し
て
し
ま
お
う
と
い
う
心
意
が
あ
り
ま

す
。
日
本
に
お
け
る
痘
瘡
の
患
者
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
り
昭
和
三

一
（
一
九
五
六
）
年
以
後
は
感
染
者
が
見
ら
れ
ず
、
ま
た
世
界
各
国

で
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
ん
だ
結
果
、
昭
和
五
五
（
一
九
八
〇
）
年

図２　ユカケ　神奈川県立歴史博物館所蔵

図３　疱瘡棚　神奈川県立歴史博物館所蔵
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に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
天
然
痘
根
絶
宣
言
を
発
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
種

痘
が
普
及
し
た
後
に
も
前
代
の
恐
怖
心
が
伝
承
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な

疱
瘡
棚
が
作
ら
れ
た
の
で
す
。

お
わ
り
に

　

近
世
期
の
地
方
に
お
け
る
諸
病
の
感
染
状
況
は
、
未
だ
詳
細
不
明

な
点
が
多
々
あ
り
ま
す
。
今
後
は
各
地
の
日
記
、
地
誌
類
、
病
気
平

癒
を
願
っ
て
造
立
さ
れ
た
疱
瘡
神
な
ど
の
石
造
物
、
口
碑
な
ど
を
つ

な
ぎ
合
わ
せ
て
い
け
ば
、
当
時
の
よ
り
具
体
的
な
感
染
状
況
が
み
え

て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

令
和
三
（
二
〇
二
一
）
年
こ
そ
は
病
の
心
配
の
無
い
年
に
な
っ
て

欲
し
い
と
切
に
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

註（
１
）�

記
述
は
一
時
中
断
期
間
あ
り
。
病
に
関
す
る
記
述
に
は
麻
疹

と
疱
瘡
以
外
に
も
、
傷
寒
（
今
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
腸
チ

フ
ス
）、
コ
レ
ラ
な
ど
の
記
述
も
あ
る
。

（
２
）�

ａ
富
士
川
游
『
日
本
疾
病
史
』
平
凡
社　

東
洋
文
庫
133
、
一

九
六
九
年
、
一
七
五
～
一
八
八
頁

　
　

 �

ｂ
鈴
木
則
子
「
江
戸
時
代
の
麻
疹
と
医
療
―
文
久
二
年
麻
疹

騒
動
の
背
景
を
考
え
る
」『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
五
〇
巻
第

四
号
、
二
〇
〇
四
年

（
３
）�

金
子
光
晴
校
訂
『
増
訂
武
江
年
表
』
２　

平
凡
社
、
一
九
六

八
年
、
一
八
九
～
一
九
〇
頁

（
４
）�

前
掲
（
２
）
ａ
、
五
三
四
頁
で
は
、
麻
疹
に
よ
る
死
者
数
を

二
〇
五
、
九
四
二
～
四
〇
六
、
〇
〇
〇
人
と
推
計
し
て
い
る
。

（
５
）�

前
掲
（
３
）、
一
九
〇
頁

参
考
文
献

伊
藤
恭
子　

稲
垣
裕
美
『
感
染
症
の
世
界
―
顧
み
ら
れ
な
い
熱
帯
病

を
中
心
と
し
て
―
』
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
、
二
〇
一
六
年


